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全体指導 事例発表　阿賀野市

ラポルテ五泉開会式

市橋秀紀下公連会長
開会のあいさつ

特定非営利活動法人ピーカブー
理事長　山下浩子 様

◦�

フ
ー
ド
バ
ン
ク
第
３
世
代

と
し
て

◦�

子
ど
も
達
の
未
来
に
向
け

て
、
大
人
が
で
き
る
こ
と

事
例
発
表

第
１『�

人
と
人
の
つ
な
が
り
で 

生
き
が
い
を
つ
く
る
』

	�


新
発
田
市
公
民
館
運
営

審
議
会 

副
委
員
長

�

木
滑
二
十
子 

様

第
２『�「
絵
手
紙
教
室
」
〜
新
規
サ
ー
ク
ル
の
立
ち
上
げ
〜
』

	�


関
川
村
教
育
委
員
会 

教
育
課
生
涯
学
習
班
主
幹�

田
村
清
洋 

様

第
３『�

コ
ロ
ナ
禍
で
の
公
民
館
事
業
「
お
も
い
で
風
鈴
を
か
ざ
ろ
う
」』

	�


聖
籠
町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
主
事�

髙
橋　

愛 

様

第
４『�

子
ど
も
の
能
力
を
引
き
出
す
社
会
教
育
活
動
の
在
り
方
』

	

阿
賀
野
市
社
会
教
育
委
員 

	
�

委
員
長　

小
野　

敏 

様

第
５『�

佐
渡
市
生
涯
学
習
計
画
の
作
成
と

�

社
会
教
育
委
員
の
関
わ
り
に
つ
い
て
』

	

佐
渡
市
社
会
教
育
委
員

	
�

委
員
長　

村
川
登
志
郎 

様

全
体
指
導
・
閉
会
式

⑴
全
体
指
導

　

�

新
潟
県
教
育
庁
下
越
教
育
事
務
所

　

�

社
会
教
育
課
長　

伊
藤
健
文 

様

⑵
閉
会
の
あ
い
さ
つ

　
�

下
越
地
区
社
会
教
育
委
員

　

�

連
絡
協
議
会
長　

鈴
木
一
昭

　

令
和
３
年
10
月
20
日
㈬
に
令
和
３
年
度
下
越
地
区

公
民
館
関
係
役
職
員
等
研
修
会
兼
下
越
地
区
社
会
教

育
研
究
集
会
が
10
月
２
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
五
泉
市
交
流
拠
点
複
合
施
設
の
ラ
ポ
ル
テ
五
泉
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
参
加
で
し
た
が
、
100
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式

⑴
開
会
の
あ
い
さ
つ
：
下
越
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
長　

市
橋
秀
紀

⑵�
祝
辞
：
新
潟
県
教
育
庁
下
越
教
育
事
務
所
長　

相
澤
祐
助 

様

⑶�

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
：
五
泉
市
長　

伊
藤
勝
美 

様

講
演
会

演
題
：「�

子
ど
も
の
未
来
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
見
え

て
き
た
こ
と 

〜
子
ど
も

誰
一
人
取
り
残
さ
ず
に
〜
」

講
師
：�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ピ
ー
カ
ブ
ー

　
　
　

�

理
事
長　

山
下
浩
子 

様

◦�「
子
ど
も
の
未
来
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
？
」

◦�

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
＆
フ
ー
ド
ギ
フ
ト
に
つ
い
て

◦�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
と
の

関
わ
り

◦�

見
え
て
こ
な
い
「
子
ど
も
の
貧
困
」
の
現
状
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市橋会長あいさつ 臨時理事会の様子
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２　

研
修
会
へ
の
参
加

　

◦
全
国
公
民
館
研
究
集
会
な
ど
へ
の
参
加

　

◦
各
種
研
修
会
へ
の
参
加

　

◦
県
レ
ベ
ル
、
地
域
レ
ベ
ル
の
研
修
会
へ
の
参
加

　

◦
全
国
公
民
館
連
合
会
主
催
の
研
修
会
へ
の
参
加

　

◦�

全
国
公
民
館
研
究
集
会
・
関
東
甲
信
越
静
研
究
集
会
は

県
公
連
に
加
入
し
て
い
な
い
と
参
加
で
き
な
い
。

　

◦�

全
国
公
民
館
連
合
会
主
催
の
研
修
会
（
全
国
セ
ミ
ナ
ー
）

は
県
公
連
の
推
薦
で
参
加
で
き
る
。

　

◦�

県
公
民
館
大
会
や
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
の
研
修
会

は
加
入
し
て
い
な
い
市
町
村
に
は
参
加
案
内
を
送
付
し

て
い
ま
せ
ん
。

３　

各
種
表
彰
関
係
（
職
員
へ
の
励
み
に
つ
な
が
る
）

　

◦
国
レ
ベ
ル
の
表
彰
（
優
良
公
民
館
表
彰
な
ど
）

　

◦�

職
員
表
彰
の
対
象
と
な
る
（
功
労
者
、
優
良
職
員
、
永

年
勤
続
職
員
な
ど
）

　

◦�

公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
コ
ン

ク
ー
ル
へ
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
。

　

◦�

国
レ
ベ
ル
の
表
彰
に
つ
い
て
は
県
公
連
か
ら
加
入
市
町

村
に
依
頼
し
全
公
連
に
推
薦
し
て
い
る
。（
功
労
者
、
優

良
職
員
、
永
年
勤
続
職
員
は
勤
続
15
年
以
上　

令
和
４

年
度
候
補
者
数
名
あ
り
）

　

◦�

優
良
公
民
館
表
彰
は
、
県
生
涯
学
習
推
進
課
よ
り
全
公

連
に
推
薦
さ
れ
る
。（
全
公
連
か
ら
優
良
公
民
館
表
彰
さ

れ
る
公
民
館
の
内
、
特
に
優
れ
た
５
館
が
優
秀
公
民
館

と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。）

　

◦�

県
公
連
で
は
県
公
民
館
大
会
に
お
い
て
永
年
勤
続
者
表

彰
と
し
て
、
勤
続
10
年
以
上
の
臨
時
職
員
な
ど
を
表
彰

し
て
い
る
。（
令
和
３
年
度
は
37
名
が
受
賞
）

４　

各
種
相
談
へ
の
対
応

　

◦
各
種
質
問
へ
の
応
対
相
談

　

◦�

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
事
例
、
問
題
が
発
生
し
た
時

　

こ
こ
で
は
、
資
料
「
県
公
連
に
加
入
し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
」

を
使
い
、
県
公
連
の
果
た
す
役
割
や
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。（
緑
字
は
説
明
し

た
こ
と
、
今
後
へ
の
意
見
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。）

今
後
の
県
公
連
の
取
り
組
み

今
後
の
県
公
連
の
取
り
組
み

県
公
連
に
加
盟
し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト

１　

情
報
提
供
・
情
報
収
集

　

◦�

国
の
機
関
、
文
科
省
か
ら
の
重
要
施
策
や
関
連
予
算
、

支
援
な
ど
の
情
報
提
供

　

◦
国
の
方
向
（
予
算
面
や
ど
の
よ
う
に
力
を
い
れ
る
の
か
）

　

◦
各
省
庁
へ
の
補
助
金
な
ど
の
情
報
が
得
ら
れ
る
。

　

◦�

公
民
館
へ
の
補
助
金
や
講
座
・
事
業
へ
の
補
助
金
な
ど

の
情
報
が
得
ら
れ
る
。

　

◦�
全
国
各
地
の
公
民
館
活
動
の
先
進
的
な
事
例
な
ど
の
情

報
が
得
ら
れ
る
。

　

◦�

公
民
館
の
管
理
運
営
に
役
立
つ
情
報
や
地
域
に
必
要
と

さ
れ
る
課
題
な
ど
広
く
把
握
で
き
る
。

　

◦
市
町
村
の
枠
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
可
能

　

◦�

国
、
文
科
省
か
ら
の
重
要
施
策
な
ど
の
情
報
は
、
例
年

１
月
の
全
国
セ
ミ
ナ
ー
（
希
望
者
参
加
）、
６
月
の
全
公

連
定
時
総
会
（
県
公
連
会
長
、
事
務
局
参
加
）
で
具
体

的
な
説
明
が
あ
る
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
民
館
だ

よ
り
で
お
知
ら
せ
す
る
。
ま
た
、
通
達
な
ど
に
つ
い
て

は
解
説
を
つ
け
る
よ
う
努
め
る
。

　

◦
公
民
館
だ
よ
り
（
年
６
回
）
の
発
行
に
よ
る
情
報
の
発
信

　

◦�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
頻
繁
に
行
う
。（
令
和
３
年
度

は
、４
月
役
員
名
簿
、８
月
県
大
会
を
含
め
研
修
の
案
内
）

　

11
月
16
日
㈫
に
新
潟

県
公
民
館
連
合
会
臨
時

理
事
会
が
新
潟
市
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

県
公
連
で
は
、
毎
年

５
月
、
７
月
、
２
月
に

理
事
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
事
業
計
画
や

予
算
、
県
公
民
館
大
会

等
に
つ
い
て
協
議
を
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
７

月
16
日
㈮
の
第
２
回
理

事
会
で
、「
県
公
連
の

今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
時
間
を
か
け
て
意

見
交
換
を
行
う
べ
き

で
あ
る
と
い
う
理
事

か
ら
の
意
見
が
あ
り

年
内
に
臨
時
理
事
会

を
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

県
公
連
の
仕
事
や
役
割
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

も
大
切
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
平
成
29
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
県
公
連
事

業
と
負
担
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
」、
中
越
教
育
事
務
所
社
会

教
育
課
か
ら
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
「
県
公
連
に
加
入
し
て

い
る
メ
リ
ッ
ト
」
を
資
料
と
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

新
潟
県
公
民
館
連
合
会
臨
時
理
事
会
の
開
催

新
潟
県
公
民
館
連
合
会
臨
時
理
事
会
の
開
催
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〈
ゲ
ス
ト
〉

　
　
　

宮
尾　

有
（
熊
本
市
花
園
公
民
館
主
事
）

　
　
　

野
嶋
京
登
（
浜
松
市
富
塚
協
働
セ
ン
タ
ー
主
任
）

　
　
　

熱
田
有
紀
（
広
島
市
中
央
公
民
館
社
会
教
育
主
事
）

　
　
〈
特
別
ゲ
ス
ト
〉

　
　
　

出
野
紀
子
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

　

☆
特
別
企
画

　
　
「
ナ
ト
コ
映
画
を
見
る
夕
べ
」

　
　
〈
案
内
〉

　
　
　

長
澤
成
次
（
放
送
大
学
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
【
３
日
目
】　

　

⑹
講
義

　
　
「
ナ
ト
コ
映
画
„
公
民
館
＂が
お
も
し
ろ
い
！
」

　
　
　

長
澤
成
次
（
放
送
大
学
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

　

⑺
講
演

　
　
「�

公
民
館
と
し
て
公
民
館
職
員
が
イ
キ
イ
キ
働
く
た
め
の
作
法
」

　
　
　

堤　

直
規
（�

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
小
金
井

市
福
祉
保
健
部
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
担
当
課
長
）

　

公
民
館
職
員
は
公
務
員
。
正
職
で
も
臨
時
で
も
嘱
託

で
あ
っ
て
も
、
住
民
に
と
っ
て
は
公
務
員
に
は
か
わ
り

が
あ
り
ま
せ
ん
。
公
務
員
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
、

イ
キ
イ
キ
と
働
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

◦
参
加
方
法

　

�　

基
本
的
に
は
、
県
公
連
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
が
参
加
し

ま
す
。

　

�　

な
お
、今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
義
は
、編
集
し
た
う
え
で
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
動
画
配
信
を
い
た
し
ま
す
。

　

�　

参
加
で
き
な
い
方
は
、そ
ち
ら
で
視
聴
く
だ
さ
い
。な
お
、

配
信
日
に
つ
い
て
は
後
日
全
公
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

後
の
事
業
計
画
立
案
や
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。�

（
広
瀬
）

全
国
公
民
館
連
合
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

全
国
公
民
館
連
合
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
第
33
回
全
国
公
民
館
セ
ミ
ナ
ー
開
催

◦
テ
ー
マ
：�

こ
れ
か
ら
の
公
民
館　

　
　
　
　
　

―
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
公
民
館
―

◦
会　

期
：
令
和
４
年
１
月
26
日
㈬
〜
28
日
㈮

◦
会　

場
：�

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

◦
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）

　
【
１
日
目
】

　

⑴
講
演

　
　
「�

誰
し
も
が
、
特
別
な
物
語
を
生
き
る
た
め
に　

市
民
参

加
型
映
画
と
様
々
な
学
び
の
エ
ッ
ジ（
境
界
線
）か
ら
」

　
　
　

栗
山
宗
大
（
脚
本
家
）

　

⑵
施
策
説
明

　
　
「
文
部
科
学
省
の
公
民
館
を
め
ぐ
る
動
き
」

　
　
　

根
本
幸
枝
（
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局

�

社
会
教
育
振
興
総
括
官
）

　

文
部
科
学
省
の
公
民
館
施
策
に
関
わ
る
最
新
の
動
向

に
つ
い
て
、
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　
【
２
日
目
】

　

⑶
講
義

　
　
「
公
民
館
の
空
間
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。」

　
　
　

浅
野
平
八
（
日
本
大
学
生
産
学
部
建
築
工
学
科
元
教
授
）

　

⑷
講
義

　
　
「�„
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
＂„
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
＂時
代
の
社
会
教
育
」

　
　
　

小
山
竜
司
（
神
奈
川
大
学
法
学
部
特
任
教
授
）

　

⑸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
運
営
を
考
え
る
。」

　
　
〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

　
　
　

小
山
竜
司
（
神
奈
川
大
学
法
学
部
特
任
教
授
）

の
全
国
的
な
対
処
方
法
な
ど

　
　

※�
た
と
え
ば
、
公
民
館
を
利
用
す
る
団
体
に
は
、
宗
教

関
係
、
政
治
関
係
、
営
利
関
係
な
ど
、
た
い
へ
ん
デ

リ
ケ
ー
ト
な
問
題
を
も
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
そ

れ
ら
の
対
処
法
、
全
国
的
な
傾
向
、
国
の
方
針
、
先

進
的
な
事
例
、
裁
判
に
な
っ
た
時
の
判
例
な
ど
の
蓄

積
が
あ
る
。

　

◦�

市
町
村
の
枠
を
超
え
た
人
的
交
流
に
よ
り
、
近
隣
の
状

況
が
わ
か
る
。

　

◦
研
修
会
を
企
画
す
る
と
き
の
講
師
の
紹
介

　

◦�

相
談
に
対
し
て
は
、
事
務
局
の
資
料
・
全
公
連
や
大
学

の
教
授
か
ら
指
導
を
受
け
回
答
し
て
い
る
。今
後
も
デ
ー

タ
蓄
積
に
努
め
て
い
く
。

５　

そ
の
他

　

◦
有
益
な
資
料
や
図
書
の
紹
介

県
公
連
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

県
公
連
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

◦�

情
報
発
信
の
仕
方
の
工
夫
と
周
知
（
５
月
、
２
月
の
評

議
員
会
で
理
解
を
図
る
。
令
和
２
、３
年
度
書
面
協
議
の

た
め
説
明
不
足
で
あ
っ
た
。）

　

◦�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
の
工
夫

　

◦�

市
町
村
負
担
軽
減
に
つ
い
て

　
　

◦�

県
補
助
金
に
よ
る
各
地
区
研
修
事
業
費
の
維
持
（
令

和
３
年
度
上
越
地
区
、
中
越
地
区
、
下
越
地
区
、
新

潟
市
へ
研
修
補
助　

他
全
国
セ
ミ
ナ
ー
参
加
補
助
）

　
　

◦�

令
和
３
年
度
よ
り
公
民
館
だ
よ
り
の
デ
ー
タ
配
信
に

よ
る
購
読
料
減
額
の
対
応

　
　

◦
市
町
村
負
担
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
協
議
継
続

　

臨
時
理
事
会
に
は
、
上
・
中
・
下
越
の
各
地
区
教
育
事
務

所
の
公
民
館
担
当
副
参
事
か
ら
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

臨
時
理
事
会
で
い
た
だ
い
た
意
見
等
を
大
切
に
し
て
、
今
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掲 　 示 　 板

サークル
交流

視
点

No.816� 令和3年12月24日

令和３年度 新潟市公民館全職員研修会が終了しました
❶目　的：�地域に出かけ、地域課題解決のための事業を実

施し、地域住民と学び合うことにより、より地域
に根ざした公民館を目指すための「公民館改革宣
言」を着実に推進するために、公民館全職員を対
象とした研修を実施する。

❷対　象：公民館全職員

❸テーマ：�地域に出かけ、地域をエンパワーメントできる職員
になるために 〜話の伝え方、引き出し方〜

❹講　師：遠藤麻理さん
　　　　　（フリーアナウンサー・ラジオパーソナリティー）
❺受講方法：録画された動画を各自視聴する。
❻受講期間：令和３年12月１日㈬から12月15日㈬
　　　　　　※�この期間内で各自都合のよい日時に視聴し

ました。

ら
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。
ほ
っ
こ
り

し
た
り
、
や
す
ら
い
だ
り
す
る
事
が

出
来
た
の
で
す
。
こ
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
文
化
を
無
く
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
思
い
が
強
く
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
の
活
動
と
し
て
、
出
前
の
語

り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
脅
威

も
あ
り
活
動
が
思
う
よ
う
に
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
10
月
に
は
第
７
回
発
表

会
、
高
齢
者
学
級
で
の
語
り
、
伝
説

の
生
れ
た
お
寺
で
の
語
り
と
研
修
な

ど
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
宝
も
の
で
あ
る
、
昔

話
と
伝
説
、
方
言
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
役
割
を
担
う
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
幸
い
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

�

（
代
表 

須
田
典
子 

記
）

及
び
希

望
す
る

方
を
対

象
を
含

め
現
在

16
名
の

会
員
に

よ
る
活

動
で
す
。

　

現
在

昔
話
を

聞
い
た

こ
と
が
な
い
、
又
方
言
も
聞
い
た
こ

と
が
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
昔
話
は
方
言
で
語
り
、
対

面
で
コ
タ
ツ
や
イ
ロ
リ
を
囲
み
な
が

小
千
谷
語
り
部
の
会

活
動
の
歩
み�

（
小
千
谷
市
）

　

こ
の
会
は
、
平
成
26
年
公
民
館
主

催
で
「
語
り
部
養
成
講
座
」
に
参
加

し
た
方
々
と
、
29
年
の
講
座
参
加
者
、

れ
培
っ
た
感
染
症
対
策
の
様
々
な
ノ

ウ
ハ
ウ
や
事
業
継
続
の
た
め
の
工
夫

や
取
組
が
、
公
民
館
活
動
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
各
市
町
村
公
民
館
相
互

の
連
携
を
深
め
、

公
民
館
運
営
に

関
す
る
研
究
協

議
が
進
展
し
ま

す
よ
う
に
、
微

力
な
が
ら
尽
力

し
て
参
り
ま
す
。

た
。
今
年
度
の
中
公
連
事
業
で
も
、

公
民
館
職
員
研
修
会
や
主
管
し
た
県

公
民
館
大
会
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ま
た
、
先
日

は
第
２
回
理
事
会
・
代
議
員
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
で
実
施
し
、
次
年
度

以
降
も
１
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

す
る
方
針
で
お
り
ま
す
。

　

今
、
大
切
に
し
た
い
の
は
、「
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
」
前
向

き
な
発
想
で
す
。
経
費
減
額
、
人
員

削
減
等
社
会
教
育
行
政
が
縮
小
さ
れ

て
い
る
現
状
の
中
で
、
必
要
に
迫
ら

「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス

�

に
変
え
る
」

　

中
越
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課

�

副
参
事　

太
島　

誠

　

今
年
度

４
月
よ
り
、

中
越
地
区

公
民
館
連

絡
協
議
会

（
以
下
「
中
公
連
」）
の
幹
事
と
し
て

お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
公
民
館
事
業

が
中
止
、
延
期
、
縮
小
等
が
余
儀
な

く
さ
れ
、
公
民
館
職
員
を
は
じ
め
多

く
の
関
係
者
の
ご
苦
労
は
現
在
も
続

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
の
社

会
教
育
推
進
の
拠
点
と
し
て
「
学
び

を
止
め
な
い
」
と
い
う
公
民
館
関
係

者
の
思
い
は
、
さ
ら
に
強
く
な
っ
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
各
種
事
業
が
盛

ん
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
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実
践
記
録
シ
リ

ー
ズ

【白杖・点字ブロック体験】
当日はブラ
インドサッ
カーの体験
だけでなく、
視覚障がい
を持つ方が
使う「白杖」
と「点字ブ
ロック」の
体験も行い
ました。

【的あて対決】
２チームに分か
れて、どちらが
多くコーンに当
てられるか勝負！ 
チームの みん
なで相談しなが
ら、当てる方法
を考えていまし
た。

【シュート練習】
ゴール裏にコーラー（指示を出す人）を配置し
て本格的にシュート練習！
力強いシュートを打つことができました。

【ドリブル練習】
今ボールがどの位置にあるか、ドリブルしてい
る子はどの方向を向いているかを的確に指示
を出すことが重要です。

【パス練習】
アイマスクをしながら転がってきたボールを
キャッチ！ 
後ろの子
たちはどこ
にボール
が転がっ
ているか
を指 示し
ています。

【体験会スタート】
ブラインドサッカーがどのような競技か解説して
もらいました。

No.816� 令和3年12月24日

　

本
体
験
会
を
実
施
す
る
き
っ
か
け
の
一
つ
が
、
昨
夏
に
開

催
さ
れ
た
「
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
す
。

　

今
回
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
東
京
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
多

く
の
人
が
競
技
の
様
子
を
テ
レ
ビ
等
で
ご
覧
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
を
持
た
れ
た
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
実
際
に
競
技
を
体
験
す
る
環
境
や
機
会
は
少
な
く
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
関
心
が
徐
々
に
薄
れ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
同
時
に
そ
れ
は
障
が
い
者
理
解

に
対
す
る
関
心
を
深
め
る
機
会
も
失
う
こ
と
に
な
る
と
感
じ
た

こ
と
か
ら
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
の
一
つ
「
ブ
ラ
イ
ン
ド

サ
ッ
カ
ー
」
の
体
験
会
を
企
画
し
た
の
で
す
。

　

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
は
視
覚
障
が
い
者
用
の
ス
ポ
ー
ツ

で
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
装
着
し
て
、
ボ
ー
ル
が
転
が
っ
た
時
に

鳴
る
音
を
頼
り
に
行
う
競
技
で
す
。
そ
の
た
め
周
り
で
指
示

を
出
す
人
の
声
が
不
可
欠
で
す
。
初
め
こ
そ
子
ど
も
た
ち
の

間
で
声
を
掛
け
合
う
の
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
お
互
い
の
声
が
動
作
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
か
ら
は
、
積
極
的
に
声
を
掛
け
合
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
姿
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

体
験
終
了
後
の
振
り
返
り
の
時
間
で
、
あ
る
子
が
「
今
日

は
友
達
が
指
示
を
出
し
て
く
れ
た
か
ら
、
見
え
な
く
て
も
ど

こ
に
行
け
ば
い
い
か
分
か
っ
た
け
ど
、
も
し
普
段
の
生
活
で

目
が
見
え
ず
に
外
に
い
た
ら
す
ご
く
危
な
い
な
と
感
じ
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
を
通
じ
て
、
子

ど
も
た
ち
に
視
覚
障
が
い
を
持
つ
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

こ
の
「
障
が
い
者
理
解
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
・
啓
発
講
座
」

で
は
本
体
験
会
の
ほ
か
に
、「
義
肢
・
義
足
体
験
」
と
「
車
い

す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験
会
」
の
２
つ
の
講
座
を
１
〜
２

月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
づ
く
り
。
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
基
本
理
念
を
、
今
後
も
講
座
を
通
じ
て
市
民
の
方
に
伝
え

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に

　

見
附
市
で
は
、
市
内
６
か
所
の
各
公
民
館
職
員
が
協
働
で
企

画
・
運
営
を
す
る
「
チ
ー
ム
事
業
」
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
チ
ー
ム
事
業
は
Ａ
・
Ｂ
の
２
班
に
分
か
れ
て
、
見
附

市
の
施
策
の
動
向
を
反
映
し
た
講
座
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

Ａ
班
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
便
利
な
社
会
の

実
現
に
向
け
た
市
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
・

実
践
講
座
」
を
企
画
。
１
週
間
連
続
し
て
多
彩
な
講
座
を
開

設
し
、
ス
マ
ホ
や
ア
プ
リ
な
ど
の
使
い
方
や
注
意
点
を
専
門

家
か
ら
学
ぶ
、
題
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
ウ
ィ
ー
ク
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

Ｂ
班
で
は
、見
附
市
が
国
か
ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」「
自

治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
に
選
定
さ
れ
、
施
策
と
し
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
践
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
障
が
い
者
理
解
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
・
啓
発
講
座
」
と
題
し
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ
て
障
が
い
を
持
つ
方
の
目
線
を
体

験
し
、
み
ん
な
で
助
け
合
え
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

る
講
座
を
３
つ
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
Ｂ
班
の
「
障
が
い
者
理
解
と
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
・
啓
発
講
座
」
よ
り
、
市
内
小
学
生
対
象
の
「
ブ

ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
体
験
会
」
の
様
子
で
す
。

体
験
会
の
様
子

　
「
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
体
験
会
」
は
、
令
和
３
年
11
月
３

日
（
祝
・
水
）
に
開
催
し
、
小
学
１
〜
５
年
生
計
10
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
理
解
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
・

啓
発
講
座�

見
附
市
中
央
公
民
館
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素顔拝見

素顔拝見素顔拝見

恵
贈
資
料
紹
介

編集後記

インフォメーションインフォメーション

わが故郷・新潟に捧げる
渾身のエッセイ集

No.816� 令和3年12月24日

〔発行所〕新潟県公民館連合会　〔発行人〕会長市橋秀紀　〔編集人〕事務局長広瀬松司　〔Eメール〕ni-koren@juno.ocn.ne.jp
〒950-8602　新潟市中央区女池南３丁目１番２号　新潟県立生涯学習推進センター内　TEL・FAX（025）288-5571
印刷／有限会社東京プリント社〒951-8141新潟市中央区関新1-2471TEL025-233-2211FAX025-265-4858� 【定価１部160円　〒共・年間960円】

　

こ
の
１
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
と
し
て
会
場
参
加
と
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
と
い
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
研
修
や
会
議
が
多
く
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
遠
方
の
方
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
で
き
る
と
い

う
よ
い
点
も
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
顔
を
合
わ
せ
な
が
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
と
い
う
本
来
の
研
修
や
会
議
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。。

　

あ
と
数
日
で
新
し
い
年
を
迎
え
ま
す
。
み
な
さ
ん
よ
い
お
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。�

（
広
瀬
）

　

上
越
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

�

公
民
館
係　

宮
澤　

穂
香
さ
ん

　

今
年
４
月
に
新
卒
で

入
庁
し
、
社
会
教
育

課
公
民
館
係
に
配
属
さ

れ
た
、
宮
澤
穂
香
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。
宮
澤

さ
ん
は
幼
少
期
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、

県
外
の
大
学
で
は
芸
術
分
野
を
専
攻
し
入
庁
後

も
月
１
回
は
水
彩
画
を
描
い
て
い
る
と
の
こ
と
。

公
民
館
事
業
の
チ
ラ
シ
の
作
成
に
も
、
そ
の
セ

ン
ス
を
発
揮
し
、
各
地
区
の
公
民
館
職
員
や
同

僚
に
も
遠
慮
な
く
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
応
対
や
会
議
な
ど
市
民
と
接
す
る
場
面

で
も
親
切
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
る
ほ
か
、
担

当
す
る
公
民
館
職
員
や
同
僚
、
上
司
と
相
談
し

な
が
ら
公
民
館
事
業
を
企
画
・
運
営
し
て
い
る

姿
は
、
新
人
職
員
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
し
っ
か

り
し
て
い
て
、
私
の
入
庁
時
と
比
べ
て
も
頼
も

し
い
で
す
。

　

今
後
も
持
ち
前
の
明
る
さ
と
積
極
性
を
活
か

し
て
多
く
の
人
と
関
わ
り
、
経
験
を
積
ん
で
仕

事
に
発
揮
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
〔
上
越
市
教
育
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育
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平山征夫回顧録
【価格】1,600円＋税
◎�問い合わせや購入に
ついては新潟県生涯
学習協会まで
　〒950‒8602
　�新潟市中央区女池南
3‒1‒2 新潟県立生涯
学習センター内
　TEL・FAX：
　025‒250‒0121
　Ｅmail：
　�syakyo56@feel .
ocn.ne.jp

　
「
文
芸
む
ら
か
み
」
第
12
号
が
送
付
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。

「
文
芸
む
ら
か
み
」
は
随
筆
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
詩
・

コ
ン
ト
・
特
別
寄
稿
で
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
連

続
投
稿
者
（
創
刊
号
平
成
22
年
か
ら
第
11
号
ま
で
連
続
で

投
稿
さ
れ
て
い
る
）
34
名
の
方
々
の
紹
介
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。


